
は
じ
め
に

『
閑
窓
自
語
』
は
、
江
戸
時
代
の
公
家
、
柳
原
紀
光
（
一
七
四
六
―
一
八
〇
〇
）

の
随
筆
で
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
自
筆
稿
本
（
函
号
：

柳-

八
三
六
）
に
よ
る
と
、
上
巻
一
冊
と
中
・
下
巻
一
冊
の
二
冊
、
全
二
三
三
話
と

い
う
構
成
で
あ
る
。
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
か
ら
寛
政
九
年
ま
で
を
主
な
執
筆
時

期
と
し
、
紀
光
の
体
験
、
周
囲
の
公
家
達
等
か
ら
聞
い
た
言
談
を
も
と
に
し
た
逸
話

が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
場
合
、
紀
光
の
批
評
を
伴
い
、
和
漢
の
古
典
や
故

実
・
先
例
に
基
づ
く
考
証
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
筆
者
の
柳
原
紀
光
は
、
古

典
籍
の
書
写
・
蒐
集
に
つ
と
め
て
柳
原
家
の
蔵
書
を
拡
充
さ
せ
、
そ
れ
ら
に
基
づ
き

歴
史
書
『
続
史
愚
抄
』
を
著
し
た
人
物
と
し
て
有
名
で
あ
る
。『
閑
窓
自
語
』
の
中

に
も
上
巻
第
七
話
「
当
家
所
蔵
宸
翰
事
」
や
同
第
五
六
話
「
当
家
書
府
事
」
と
い
っ

た
柳
原
家
の
蔵
書
に
ま
つ
わ
る
章
段
が
存
在
す
る
。
と
く
に
上
巻
第
五
六
話
「
当
家

書
府
事
」
は
、
万
治
・
宝
永
・
天
明
と
い
う
三
度
の
大
火
に
よ
る
書
庫
や
伝
来
文
書

の
焼
失
被
害
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
、
柳
原
紀
光
や
柳
原
家
の
蔵
書
研
究
に
も
引
用
さ

れ
て
き
た（（
（

。
一
方
で
、『
閑
窓
自
語
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
古
典
籍
や
故
事
・
故
実

も
柳
原
家
の
蔵
書
が
源
泉
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
各
話
の
古
典
籍

引
用
に
つ
い
て
は
、
従
来
あ
ま
り
着
目
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ま
ず
は
、
書

名
が
明
示
さ
れ
て
い
る
場
合
を
対
象
に
、
引
用
書
目
の
概
要
と
傾
向
を
明
ら
か
に

し
、
さ
ら
に
現
存
す
る
柳
原
家
旧
蔵
本
の
う
ち
大
部
分
を
占
め
る
宮
内
庁
書
陵
部
図

書
寮
文
庫
な
ら
び
に
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
の
各
所
蔵
本
に
、
紀
光
が
所
持
し
て
い
た
本

（
そ
の
可
能
性
が
あ
る
本
）
が
見
出
せ
る
か
ど
う
か
を
調
査
し
た
。
そ
れ
に
よ
り

『
閑
窓
自
語
』
各
話
に
お
い
て
、
紀
光
の
思
考
や
出
来
事
に
対
す
る
解
釈
の
も
と
に

も
な
っ
て
い
る
古
典
の
知
の
源
泉
を
可
視
化
し
て
提
示
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

一
　
引
用
書
目
の
概
要

『
閑
窓
自
語
』
に
は
、
書
名
が
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
（
そ
れ
に
準
じ
る
場
合
を

含
む
）
に
限
っ
て
も
八
十
余
種
の
書
名
が
確
認
で
き
る（（
（

。
国
書
の
み
な
ら
ず
漢
籍
も

多
数
引
用
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
目
安
と
し
て
『
国
書
総
目
録
』（
岩
波
書
店
）

の
分
類
に
従
い
、
書
名
を
列
挙
す
る
と
下
記
の
通
り
に
な
る（（
（

。

【
日
記（４
）】
兼
宣
公
記
（
上
・
一
、
中
・
四
八
）、
後
奈
良
院
宸
記
（
上
・
六
、
中※
・

八
九
）、
中
右
記
（
上
・
四
〇
）、
玉
葉
（
上
・
五
二
）、
輝
光
卿
記
（
中
・
一

五
）、
園
太
暦
（
中
・
四
八
、
下
・
一
三
〇
、
下
・
一
三
二
）、
兵
範
記
（
中
・

五
二
）、
基
長
卿
記
（
中
・
五
六
）、
春
日
権
神
主
師
盛
記
（
中
・
五
七
）、
言

継
卿
記
（
中
・
八
八
、
下
・
一
一
七
）、
貞
信
公
記
（
下
・
一
〇
一
）

【
歌
集
】
冷※
泉
為
村
卿
家
集
（
上
・
二
三
）、
古
今
和
歌
集
（
上
・
三
九
、
上
・
四

八
、
下
・
一
一
六
）、
新※
古
今
和
歌
集
（
上
・
八
〇
）、
万
葉
集
（
上
・
八

五
）、
詞
花
和
歌
集
（
上
・
九
七
）、
千
載
和
歌
集
（
中
・
八
六
）

研
究
報
告

『
閑
窓
自
語
』
に
お
け
る
古
典
籍
引
用
と
柳
原
家
旧
蔵
本
の
受
容
に
つ
い
て

芝
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【
有
識
故
実
】
禁
秘
記
抄
（
上
・
一
）、
禁
秘
抄
（
上
・
一
、
上
・
二
）、
滋
草
拾

露
（
中
・
七
）、
禁
秘
階
梯
抄
（
禁
秘
御
抄
階
梯
ヵ
）（
中
・
七
）、
雅
亮
装
束

抄
（
下
・
一
〇
五
）

【
通
史
】
日
本
書
紀
（
日
本
記
を
含
む
）（
中※
・
一
、
下
・
一
一
〇
）（５
）、

続
日
本
紀

（
中
・
六
一
）、
続
日
本
後
紀
（
中
・
七
九
）、
日
本
紀
略
（
中
・
八
六
）、
大
日

本
史
（
中
・
九
六
）

【
軍
記
物
語
】
太
平
記
（
上
・
八
八
）、
保
元
物
語
（
上
・
八
八
）、
平
治
物
語

（
上
・
八
八
）、
源
平
盛
衰
記
（
上
・
八
八
）

【
書
目
】
本
朝
書
籍
目
録
（
上
・
一
）、
通
憲
入
道
書
目
録
（
上
・
六
六
）

【
系
譜
】
諸
家
伝
（
上
・
一
五
）、
諸※
家
知
譜
拙
記
（
中
・
六
九
）

【
神
祇
】
両
聖
記
（
上
・
四
四
）、
春
日
権
現
験
記
（
上
・
四
五
、
上
・
四
六
）

【
紀
行
】
高
野
日
記
（
上
・
五
一
）、
関
東
下
向
道
中
日
記
（
中
・
一
六
）

【
随
筆
】
枕
草
子
（
中
・
三
二
）、
徒
然
草
（
中
・
七
九
）

【
補
任
】
公
卿
補
任
（
上
・
一
五
）　　
【
曹
洞
】
宇
治
興
聖
禅
寺
記
（
上
・
四
四
）

【
岩
石
】
宝※
石
類
聚
（
上
・
五
〇
）　　
【
類
書
】
通
要
古
紙
（
上
・
五
一
）

【
辞
書
】
和
名
類
聚
抄
（
上
・
五
一
、
下
・
一
〇
七
、
下
・
一
三
一
）

【
説
話
】
吉
野
拾
遺
（
上
・
六
七
）

【
陰
陽
道
】
吉
日
考
秘
伝
（
上
・
九
二
、
中
・
二
八
）

【
博
物
】
雲
根
志
（
中
・
一
四
）　

【
本
草
】
大
和
本
草
（
中
・
一
五
、
中
・
三
一
、
中
・
七
一
）

【
寺
院
】
東
寺
執
行
記
（
中
・
一
七
）

【
歌
謡
】
和※
漢
朗
詠
集
（
中
・
一
九
）【
事
典
】
拾
芥
抄
（
中
・
三
一
、
中
・
八
六
） 

【
記
録
】
霊
元
院
修
学
院
御
幸
宸
記
（
中
・
三
三
）

【
建
築
】
大※
内
裏
図
考
証
（
中
・
三
七
）　　
【
俳
諧
】
宝
蔵
（
中
・
四
〇
）

【
年
代
記
】
皇
年
代
私
記
（
中
・
五
七
）　　
【
語
彙
】
和※
漢
名
数
（
中
・
六
九
）

【
伝
記
】
西
山
遺
事
（
中
・
七
一
）　　
【
法
制
】
延
喜
式
（
中
・
八
一
）

【
絵
巻
】
福
富
草
紙
（
中
・
八
二
）

【
漢
詩
・
和
歌
】
新
撰
万
葉
集
（
下
・
一
一
〇
）【
教
訓
】
和
論
語
（
下
・
一
一
七
）

【
部
類
記
】
仁
治
の
朔
旦
冬
至
の
記
（
下
・
一
三
三（（
（

）

【
漢
籍
】
爾
雅
（
上
・
五
）、
本
草
綱
目
（
上
・
一
三
）、
北
戸
録
（
上
・
一
三
）、 

孟
子
（
上
・
二
四
、
上
・
八
八
）、
易
経
（
上※
・
二
七
、
中
・
三
六
、
中
・
六

九
、
下
・
一
一
三
）、
公
冶
長
并
百
鳥
語
（
上
・
六
六
）、
論
語
（
上※
・
八
九
、

中
・
二
、
中
・
九
三
）、
三
才
図
会
（
上
・
九
二
）、
相
法
全
書
（
上
・
九

五
）、
資
治
通
鑑
（
中
・
四
）、
南
史
（
中
・
八
）、
漢
書
（
中
・
一
七
、
中
・

九
二
、
下
・
一
二
〇
）、
詩
経
（
中
・
六
九
、
下※
・
一
一
二
）、
蜀
志
（
中
・
八

七
）、
春
秋
（
中
・
九
九
）、
京
房
易
伝
（
中
・
九
九
）、
晋
書
（
中
・
一
〇

〇
）、
京
房
易
妖
占
（
周
易
妖
占
ヵ
）（
中
・
一
〇
〇
）、
蘭
亭
集
序
（
下
・
一

一
一
）、
孔※
子
家
語
（
下
・
一
一
二
）、
論※
衡
（
下
・
一
一
二
）、
山
海
経

（
下
・
一
二
六
）

日
記
、
有
識
故
実
書
、
通
史
、
辞
書
・
類
書
、
本
草
関
係
、
和
歌
集
、
説
話
、
随

筆
、
そ
し
て
漢
籍
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
紀
光
以
外
の
人
物
に
よ
り
引
用
さ
れ
て
い

る
例
や
紀
光
の
古
典
籍
所
持
と
は
関
わ
り
が
薄
い
場
合
（「
※
」
部
分
）
も
含
ま
れ

る
が
、
一
律
に
書
名
を
掲
出
し
た
。
た
と
え
ば
、【
歌
集
】
の
う
ち
『
新
古
今
和
歌

集
』
は
、
上
巻
第
八
〇
話
「
高
松
前
宰
相
重
季
卿
語
」
の
中
で
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、

た（
高
松
）

か
ま
つ
さ（前
）きの
宰
相
重
季
卿
は
近
ご
ろ
の
う（歌
詠
）

た
よ
み
の
う
ち
な
り
。
新
古
今

集
の
風
体
、
心
に
か
な
へ
り
と
て
、
小
草
紙
一
帖
を
か（
頭
）
し
ら
に
い
た
ゞ
き
、
烏

帽
に
引
入
て
院
参
す
。（
後
略
）

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
高
松
重
季
の
所
持
に
関
わ
る
記
述
で
あ
る
。
寛
政
九
年
（
一

七
九
七
）
に
紀
光
の
命
で
作
成
さ
れ
た
『
歌
書
類
目
録（（
（

』
で
は
、『
新
古
今
和
歌

集
』
に
、
柳
原
家
で
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
「
〇
」
印
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
紀
光
も
『
新
古
今
和
歌
集
』
を
所
持
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、『
閑
窓

自
語
』
上
巻
第
八
〇
話
の
引
用
は
そ
れ
と
は
無
関
係
の
記
述
で
あ
る
。
も
う
一
例
示
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す
と
、
中
巻
第
六
九
話
「
町
尻
前
宰
相
相
量
卿
僻
按
語
」
に
お
い
て
、

彼（町
尻
量
原
）

卿
あ
る
人
の
家
系
の
事
を
人
に
か
た
り
て
、
知
譜
拙
記
を
引
し
と
、
広
橋
前

大
納
言
伊
光
卿
も
わ
ら
ひ
し
か
、

と
あ
る
が
、
こ
こ
で
『
諸
家
知
譜
拙
記
』（
土
橋
定
代
撰
、
速
水
房
常
増
補
）
を
引

用
し
た
の
は
町
尻
量
原
で
あ
り
、
紀
光
に
よ
る
引
用
で
は
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
紀
光
の
言
説
や
所
持
と
関
わ
り
の
薄
い
場
合
を
除
外
し
て
も
、
和

書
で
は
、
日
記
類
が
『
国
書
総
目
録
』
で
【
日
記
】
に
分
類
さ
れ
る
も
の
だ
け
で
も

十
一
書
目
十
五
例
と
最
も
多
く
、【
寺
院
】
に
分
類
さ
れ
る
『
東
寺
執
行
記
』
や

【
紀
行
】『
関
東
下
向
道
中
日
記
』、【
記
録
】『
霊
元
院
修
学
院
御
幸
宸
記
』
等
を
含

め
る
と
さ
ら
に
増
え
る
。【
有
職
故
実
】
が
、【
部
類
記
】
の
「
仁
治
の
朔
旦
冬
至
の

記
」
も
含
め
る
と
六
書
目
七
例
、【
歌
集
】
が
五
書
名
（【
漢
詩
・
和
歌
】
に
分
類
さ

れ
る
『
新
撰
万
葉
集
』
を
含
む
）
七
例
と
続
く
。

二
　
現
存
す
る
柳
原
紀
光
所
持
本
と
の
関
連

こ
れ
ら
の
紀
光
に
よ
る
古
典
籍
引
用
の
背
景
に
は
、
柳
原
家
に
お
い
て
蒐
集
さ
れ

た
蔵
書
の
存
在
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
柳
原
家
の
蔵
書
は
現
在
に
も
伝
わ
っ
て
お

り
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
と
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
を
中
心
に
各
地
に
分
蔵
さ
れ

て
い
る（（
（

。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫

と
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
の
柳
原
家
旧
蔵
本
を
対
象
に（（
（

、
前
掲
の
『
閑
窓
自
語
』
に

引
用
さ
れ
て
い
る
古
典
籍
に
つ
い
て
、
引
用
箇
所
が
紀
光
の
所
持
し
て
い
た
本
（
可

能
性
の
あ
る
本
）
に
見
出
せ
る
か
ど
う
か
調
査
し
た
。

柳
原
紀
光
の
書
物
の
蒐
集
に
つ
い
て
は
、
早
く
に
是
澤
恭
三
氏
が
各
資
料
に
見
え

る
奥
書
を
も
と
に
蒐
集
年
代
や
借
用
元
な
ど
の
概
要
を
示
し
て
い
る（（1
（

。
こ
れ
に
拠
り

つ
つ
述
べ
る
と
、
蔵
書
群
は
、「
一
、
家
の
記
録
と
し
て
引
継
げ
る
も
の
」、「
二
、

職
務
上
の
備
忘
に
供
せ
る
も
の
」、「
三
、
国
史
編
纂
の
用
意
に
蒐
集
せ
る
も
の
」、

「
四
、
続
史
愚
抄
完
成
已
後
の
も
の
」
に
分
類
で
き
、
蒐
集
の
時
期
と
し
て
は
、
早

い
例
で
は
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
正
月
（
紀
光
十
七
歳
）
か
ら
、
晩
年
は
寛
政

十
一
年
（
一
七
九
九
）
八
月
に
及
ぶ
と
い
う
。
紀
光
は
、
こ
の
後
、
半
年
も
経
た
な

い
寛
政
十
二
年
正
月
に
薨
去
し
て
お
り
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
蒐
集
を
続
け
て
い
た
こ

と
に
な
る
。

『
閑
窓
自
語
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
古
典
籍
と
柳
原
家
旧
蔵
本
の
関
連
を
考
え
る

場
合
、『
閑
窓
自
語
』
の
成
立
時
期
と
な
る
寛
政
五
年
か
ら
寛
政
九
年
ま
で
に
紀
光

が
所
持
し
て
い
た
か
ど
う
か
が
目
安
と
な
り
、
こ
の
時
期
ま
で
に
紀
光
自
身
が
蒐
集

し
た
本
な
ら
び
に
、
そ
れ
以
前
よ
り
柳
原
家
に
伝
来
し
て
い
て
紀
光
が
継
承
し
た
蔵

書
が
対
象
と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
の
蒐
集
時
期
に
つ
い
て
は
奥
書
を
は
じ
め
と

す
る
識
語
、
さ
ら
に
蔵
書
印
も
所
有
者
を
判
断
す
る
手
が
か
り
と
な
る
。
個
々
の
具

体
的
な
調
査
結
果
は
、
本
稿
末
尾
に
「『
閑
窓
自
語
』
引
用
書
目
な
ら
び
に
柳
原
紀

光
所
持
本
現
存
状
況
（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
本
・
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
本
）」

と
し
て
一
覧
表
で
提
示
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
全
体
的
な
傾
向
に
つ
い
て
述
べ
る
。

ま
ず
、
紀
光
以
前
の
祖
先
た
ち
の
所
持
本
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
古
典
籍
の
写

本
と
し
て
、『
皇
年
代
私
記
』（
書
陵
部
、
柳-

三
五
）（
中
・
五
七
）
の
表
紙
に
柳
原

資
廉
の
自
署
が
あ
る
。
ま
た
、『
諸
家
近
代
伝
』（
岩
瀬
、
九
八-

八
〇
）（
上
・
一

五
）、『
園
太
暦
』（
書
陵
部
、
柳-

四
三
六
）（
中
・
四
八
他
）
に
柳
原
資
廉
所
用
と

さ
れ
る
「
柳
原
蔵
書
」（
書
陵
部
：
⑩
，
岩
瀬
：
印
1
）
印
が
捺
さ
れ
て
い
る（（1
（

。
柳

原
資
廉
（
一
六
四
四
―
一
七
一
二
）
は
、
紀
光
よ
り
見
て
五
代
前
の
祖
先
で
、『
閑

窓
自
語
』
に
も
「
曽
祖
一
位
殿
」
と
し
て
何
度
か
登
場
す
る
。
ま
た
、
中
巻
第
一
六

話
「
山ツバ
キ茶

語
国
史
曰
海
石
榴
」
で
「
曽
祖
一
位
殿
資（柳
原
資
廉
）

か
ど

の
卿

の
御
記
に
も
東
海
道
に
は
め
づ

ら
し
き
花
お
ほ
く
あ
る
よ
し
、
し
る
し
を
か
れ
ぬ
。」
と
あ
る
の
は
、『
関
東
下
向
道

中
記
』（
岩
瀬
、
三
八-

一
一
〇
）
中
に
見
え
る
椿
の
記
述
を
指
す
で
あ
ろ
う
か
（
三

冊
目
元
禄
八
年
記
、
四
冊
目
元
禄
十
年
記
な
ど
）。『
玉
葉
』（
書
陵
部
、
柳-

四
五

五
）（
上
・
五
二
）
に
は
、
柳
原
光
綱
所
用
と
さ
れ
る
蔵
書
印
「
柳
原
蔵
書
」
印

（
書
陵
部
：
⑬
，
岩
瀬
：
印
2
）
が
確
認
で
き
る
。
柳
原
光
綱
（
一
七
一
一
―
一
七
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六
〇
）
は
紀
光
の
父
で
あ
る
。
宝
暦
十
年
に
五
十
歳
で
急
逝
し
、
十
五
歳
の
紀
光
が

跡
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
。『
中
右
記
』（
書
陵
部
、
柳-

一
二
〇
五
）
も
、
ま
た
『
閑

窓
自
語
』
上
巻
第
四
〇
話
で
引
用
さ
れ
て
い
る
大
治
四
年
記
は
、
紀
光
所
用
印
と
さ

れ
る
「
柳
原
庫
」
印
（
書
陵
部
：
①
，
岩
瀬
：
印
3
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
が（（1
（

、
全
二

十
七
冊
の
う
ち
、
九
冊
目
（
八
）
嘉
承
三
年
秋
冬
記
と
十
一
冊
目
（
十
）
天
永
二
年

秋
冬
記
に
は
、
資
廉
筆
が
含
ま
れ
る
と
い
う
紀
光
の
識
語
も
あ
り
、
第
二
冊
目
（
寛

治
元
〜
五
年
記
）
と
十
二
、
十
六
、
二
十
、
二
十
二
～
二
十
四
冊
目
に
は
紀
光
の

父
・
光
綱
所
用
の
「
柳
原
蔵
書
」
印
（
書
陵
部
：
⑬
，
岩
瀬
：
印
2
）
が
捺
さ
れ
て

い
る
。
前
述
の
是
澤
氏
の
研
究
に
よ
る
と
、
柳
原
家
の
蔵
書
も
被
害
を
受
け
た
宝
永

五
年
（
一
七
〇
八
）
の
火
災
（
上
巻
第
五
六
話
「
当
家
書
府
事
」
参
照
）
当
時
は
資

廉
の
代
で
、
続
く
世
代
は
、
秀
光
は
十
九
（
マ
マ
、歳二十
歳
ヵ
）

、
資
基
は
二
十
一
歳
、
資
堯
は
二
十
五

歳
と
早
逝
し
て
お
り
、
資
堯
を
継
ぐ
の
が
光
綱
で
あ
る
が
、
現
存
す
る
柳
原
家
旧
蔵

本
に
お
い
て
も
資
廉
や
光
綱
の
所
持
本
は
少
な
く
、
紀
光
が
継
承
し
た
蔵
書
は
、
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る（（1
（

。

そ
し
て
、
紀
光
自
身
の
奥
書
が
確
認
で
き
た
古
典
籍
は
以
下
の
十
二
例
で
あ
る
。

奥
書
か
ら
書
写
年
（
取
得
年
）、
親
本
の
情
報
、
書
写
者
な
ど
を
抽
出
す
る
と
以
下

の
通
り
で
あ
る
。
紀
光
奥
書
の
年
代
順
に
な
ら
べ
た
。

・『
人
車
記
』（
書
陵
部
、
柳
-三
九
八
）
全
十
冊
の
十
冊
目
奥
書
。
明
和
四
年
八

月
。
広
橋
家
本
に
よ
り
書
写
。（
中
・
五
二
）

・『
貞
信
公
記
』（
書
陵
部
、
柳
-一
一
二
六
）
明
和
七
年
十
月
。「
或
人
」
の
本
に

よ
り
書
写
。（
下
・
一
〇
（
（1
（
一
）

・『
修
学
院
御
幸
宸
記
』（
書
陵
部
、
柳
-一
〇
四
六
）
安
永
三
年
八
月
。
正
親
町

公
明
よ
り
借
用
。
書
写
者
は
僮
僕
。（
中
・
三
三
）

・『
春
日
権
現
験
記
絵
詞
』（
書
陵
部
、
柳
-八
一
〇
）
安
永
三
年
十
月
。
山
科
敬

言
本
に
よ
り
書
写
。
書
写
者
は
家
人
の
藤
原
武
盛
。（
上
・
四
六
）

・『
輝
光
卿
記
』（
書
陵
部
、
柳
-二
八
）
全
十
六
冊
の
一
冊
目
奥
書
。
安
永
六
年

二
月
。
日
野
輝
光
自
筆
記
に
よ
り
抜
粋
。
元
禄
十
七
年
記
（
第
四
冊
目
）
の
奥

書
に
よ
る
と
日
野
資
矩
よ
り
借
用
か
。（
中
・
一
五
）

・『
禁
秘
抄
〈
政
嗣
公
奥
書
本
〉』（
岩
瀬
、
九
八
-一
〇
）
安
永
七
年
三
月
。
二
条

政
嗣
奥
書
本
（
文
明
十
一
年
奥
書
）
を
日
野
西
兼
貫
（
勝
貫
）
が
書
写
し
て
紀

光
に
送
っ
た
本
。（
上
・
一
）

・『
後
奈
良
院
宸
記
』（
書
陵
部
、
柳
-一
〇
九
一
）
天
文
四
年
記
奥
書
。
安
永
八

年
三
月
。
滋
野
井
公
麗
本
に
よ
り
書
写
。
書
写
者
は
家
僕
（
一
部
は
紀
光
）。

（
上
・
六
）

・『
枕
草
紙
』（
岩
瀬
、
一
〇
三
-一
六
四
）
下
冊
奥
書
。
天
明
二
年
九
月
。
勧
修

寺
教
秀
自
筆
古
本
に
よ
り
書
写
。（
中
・
三
二
）

・『
通
要
古
紙
〈
上
巻
欠
〉』（
岩
瀬
、
一
一
一
-三
六
）
天
明
三
年
九
月
。「
或
人
」 

の
秘
蔵
本
に
よ
り
書
写
。
書
写
者
は
紀
光
・
娘
の
嘉
久
子
。（
上
・
五
（
（1
（
一
）

・『
朔
旦
冬
至
旬
儀
平
座
叙
位
赦
令
等
部
類
』（
書
陵
部
、
柳
-二
七
八
）
全
二
冊

の
二
冊
目
の
目
録
奥
書
。
天
明
六
年
十
一
月
類
聚
。（
下
・
一
三
三
）

・『
徒
然
草
』（
岩
瀬
、
六
六
-四
一
）
寛
政
元
年
加
朱
。（
中
・
七
九
）

・『
東
寺
執
行
記
』（
書
陵
部
、
柳
-四
一
九
）
文
明
十
三
年
記
奥
書
。
寛
政
八
年

四
月
権
大
僧
都
栄
増
自
筆
記
に
よ
る
抜
粋
。（
中
・
一
七
）

ま
た
、
詳
し
い
年
代
ま
で
絞
り
込
め
な
い
が
、「
紀
光
」
印
（
書
陵
部
：
⑰
，
岩

瀬
：
印
21
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
紀
光
の
所
持
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
の
が
、『
兼
宣
公
記
』（
書
陵
部
、
柳-

二
二
九
）（
上
・
一
、
中
・
四
八
）
で
あ
る
。 

書
写
や
取
得
に
関
す
る
紀
光
の
識
語
は
見
当
た
ら
な
い
も
の
の
、
主
に
紀
光
所
用
か

と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
柳
原
庫
」
印
（
書
陵
部
：
①
，
岩
瀬
：
印
3
）
が
捺
さ
れ
て

い
る
史
料
と
し
て
は
、『
公
卿
補
任
』（
書
陵
部
、
柳-

四
〇
九
）（
上
・
一
五
）、『
信

西
入
道
書
籍
目
録
』（
岩
瀬
、
一
三
五-

四
八
）（
上
・
六
六
）、『
芳
野
拾
遺
物
語
』

（
岩
瀬
、
七
五-
三
五
）（
上
・
六
七
）、『
吉
日
考
秘
伝
』（
岩
瀬
、
六
六-

三
二
）

（
上
・
九
二
、
中
・
二
八
）、『
滋
草
拾
露
』（
岩
瀬
、
一
一
五-

四
四
）
の
奴
袴
部
、
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笠
部
、
扇
部
（
中
・
七
）、『
禁
秘
御
抄
階
梯
』（
書
陵
部
、
柳-

八
〇
一
）（
中
・

七
）、『
言
継
卿
記
』（
書
陵
部
、
柳-

六
一
四
）（
中
・
八
八（（1
（

、
下
・
一
一
七
） 

が
あ

る
。
そ
の
他
、
前
述
の
『
皇
年
代
私
記
』（
書
陵
部
、
柳-

三
五
）（
中
・
五
七
） 

に

は
「
主
に
紀
光
・
均
光
所
用
か
」（『
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
企
画
展　

公
家　

柳
原
家
の

文
庫
』）
と
さ
れ
る
「
日
野
柳
原
秘
府
図
書
」
印
（
書
陵
部
：
⑤
，
岩
瀬
：
印
4
）

も
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
あ
る（（1
（

。

書
名
が
明
示
さ
れ
て
い
る
場
合
と
い
う
限
ら
れ
た
範
囲
で
あ
る
が
、
前
述
の
と
お

り
、【
日
記
】
は
引
用
件
数
が
最
も
多
か
っ
た
が
、
伝
存
状
況
と
し
て
も
『
基
長
卿

記
』
と
『
春
日
権
神
主
師
盛
記
』
以
外
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
か
西
尾
市
岩

瀬
文
庫
所
蔵
の
柳
原
家
旧
蔵
本
の
中
に
書
名
を
確
認
で
き
る
。
一
方
で
、
書
目
数
が

多
い
中
で
は
、
通
史
、
漢
籍
と
文
学
関
係
資
料
が
、
今
回
の
調
査
範
囲
に
お
い
て
は

現
存
本
に
確
認
で
き
な
い
例
が
多
い
。
文
学
関
係
資
料
で
奥
書
よ
り
紀
光
の
所
持
が

確
認
で
き
た
の
は
、『
枕
草
子
』（
中
・
三
二
、
天
明
二
年
九
月
書
写
）、『
徒
然
草
』

（
中
・
七
九
、
寛
政
元
年
冬
・
加
朱
）
の
み
で
、『
芳
野
拾
遺
物
語
』（
上
・
六
七
）

も
「
柳
原
庫
」
印
（
書
陵
部
：
①
，
岩
瀬
：
印
3
）
が
捺
さ
れ
て
お
り
、
紀
光
所
持

本
の
可
能
性
が
あ
る（（1
（

。

な
お
、
現
存
す
る
柳
原
家
旧
蔵
本
に
そ
の
書
名
が
現
存
す
る
も
の
の
、『
閑
窓
自

語
』
中
で
紀
光
が
言
及
す
る
箇
所
が
見
当
た
ら
な
い
例
も
あ
る
。
た
と
え
ば
、
上
巻

第
一
話
「
禁
秘
記
御
抄
事
」
で
は
、
散
佚
し
た
後
三
条
天
皇
撰
の
儀
式
書
『
禁
秘
記

御
抄
』
に
つ
い
て
、「
兼
宣
公
記
を
よ
び
ふ
る
き
書
目
六
俗
に
仁
和
寺
の

書
目
六
と
い
ふ
。
な
ど
に
も
、

た
し
か
に
見
ゆ
。
応
永
の
比
ま
で
は
、
御
府
に
あ
り
し
よ
し
、
兼
宣
公
記
せ
り
。」

と
、
広
橋
兼
宣
の
日
記
で
あ
る
『
兼
宣
公
記
』
に
言
及
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
和
田
英
松
氏
の
『
皇
室
御
撰
之
研
究
』（
明
治
書
院
、
一
九

四
三
年
）
が
、「
世
に
伝
は
れ
る
兼
宣
公
記
に
は
、
こ
の
御
抄
の
名
見
え
ず
」
と
指

摘
し
て
お
り
、
稿
者
も
柳
原
紀
光
所
持
本
の
『
兼
宣
公
記
』（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書

寮
文
庫
所
蔵
、
函
号
：
柳
-二
二
九　

柳
原
本
）
に
よ
り
探
し
た
が
、『
禁
秘
記
御

抄
』
に
つ
い
て
の
言
及
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。
同
様
に
下
巻
第
一
〇
一
話
「
虹
見
庭

語
」
で
は
、「
古
へ
は
虹
庭
よ
り
た
て
ば
、
そ
の
所
に
市
を
た
つ
る
よ
し
、
貞
信
公

の
記
に
も
し
る
さ
れ
た
り
。」
と
あ
る
。
現
存
す
る
柳
原
家
旧
蔵
本
で
は
、
宮
内
庁

書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
『
貞
信
公
記
』（
函
号
：
柳
-一
一
二
六　

柳
原
本
）
が
、

「
右
以
%

或
人
本
$

令
%

書
写
$。
始
三
枚
半
予
書
!

之
。
明
和
七
年
十
月
下
旬
、
頭
左
大

弁
紀
光
」 

と
い
う
書
写
奥
書
を
有
し
、
紀
光
の
所
持
本
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き

る
が
、
管
見
の
限
り
に
お
い
て
は
、
下
巻
第
一
〇
一
話
「
虹
見
庭
語
」
で
引
用
さ
れ

て
い
た
記
述
は
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
引
用
箇
所
を
発
見

で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、
本
稿
末
尾
一
覧
表
の
「
備
考
」
に
記
し
て
あ
る
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
、
稿
者
の
見
落
と
し
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
再
度
本
文
に
あ
た
る
と
と

も
に
、
写
本
系
統
が
異
な
る
こ
と
や
そ
も
そ
も
書
名
に
齟
齬
が
あ
る
こ
と
な
ど
様
々

な
可
能
性
も
含
め
て
、
今
後
も
調
査
を
続
け
た
い
。

三
　
源
泉
と
し
て
の
柳
原
家
旧
蔵
本

紀
光
は
、
こ
れ
ら
の
柳
原
家
の
蔵
書
に
よ
り
故
事
・
故
実
や
先
例
に
つ
い
て
の
知

識
を
培
い
、『
閑
窓
自
語
』
に
も
引
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
執
筆
時
に
直

接
そ
れ
ぞ
れ
の
原
典
に
当
た
り
直
し
た
か
ど
う
か
は
各
章
段
ご
と
に
検
証
が
必
要
と

な
る
。
こ
こ
で
は
、
一
例
と
し
て
、
紀
光
の
日
記
と
も
共
通
す
る
話
題
を
扱
う
上
巻

第
四
〇
話
「
桃
園
院
二
宮
貞
行
親
王
伏
見

殿

七
歳
和
歌
事
付
令
失

明
給
事
」
を
と
り
あ
げ
る
。
こ

の
話
に
は
以
下
の
よ
う
に
、『
中
右
記
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

桃
園
院
の
二
の
宮
、
さ
だ
ゆ（マ
マ
）きの

み
こ
は
、
い
と
い
と
け
な
く
お
は
し
ま
せ
し

時
よ
り
、
両
眼
と
も
に
う
し
な
は
せ
給
ひ
ぬ
。
そ
の
さ
と
く
何
事
に
つ
け
て
も

か
し
こ
く
ま
し
ま
せ
し
事
、
い
ふ
ば
か
り
な
し
。（
中
略
）
こ
の
宮
、
明
和
九

年
十（十
三
ヵ
）
四
才
に
て
薨
ぜ
ら
れ
ぬ
。
崇（正
し
く
は
鳥
羽
院
）

徳
院
の
二
宮
、
む
ま
れ
給
と
し
よ
り
両
眼
見

え
給
は
で
、
大
治
四
年
閏
七
月
、
六
才
に
て
薨
ぜ
ら
れ
け
る
よ
し
、
中
御
門
右

大
臣
宗
忠
公
の
記
に
み
ゆ
。
よ
く
に
た
ま
ひ
け
る
事
也
。
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両
眼
が
不
自
由
な
伏
見
宮
貞
行
親
王
（
桃
園
天
皇
二
の
宮
）
は
、
明
和
九
年
（
一
七

七
二
）
に
十
四
歳
（
正
し
く
は
十
三
歳
）
で
早
逝
し
た
。
そ
の
先
例
と
し
て
、
大
治

四
年
（
一
一
二
九
）
閏
七
月
に
六
歳
で
薨
じ
た
「
崇
徳
院
の
二
宮
」
を
あ
げ
、
出
典

は
「
中
御
門
右
大
臣
宗
忠
公
の
記
」
つ
ま
り
『
中
右
記
』
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て

い
る
。『
中
右
記
』
大
治
四
年
閏
七
月
十
一
日
条
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

或
人
密
語
云
、
二
宮
去
夜
令
!

薨
給
畢
。
御
年
六
歳
。
名
道
仁
。
従
%

降
誕
年
$

御
目
不
%

見
給
$。
坐
%

但
馬
守
敦
兼
朝
臣
宅
$

也
。
強
不
%

風
聞
$、
世
人
不
!

知
。

（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
『
中
右
記
』
函
号
：
柳
-一
二
〇
五　

柳
原
本
）

親
王
の
名
を
「
道
仁
」
と
す
る
。『
閑
窓
自
語
』
で
は
「
崇
徳
院
の
二
宮
」
と
あ
っ

た
が
、『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
に
よ
る
と
、
こ
の
道
仁
（
通
仁
）
親
王
は
、 

鳥
羽
上

皇
の
皇
子
で
あ
る
。
ま
た
、『
永
昌
記
』
大
治
四
年
閏
七
月
十
日
条
に
も
「
夜
半
太

上
天
皇
第
二
親
王
薨
逝
。
生
年
六
歳
、
両
眼
如
!

盲
。」
と
あ
り
、
大
治
四
年
は
崇
徳

天
皇
の
御
代
で
あ
る
。

明
和
九
年
に
貞
行
親
王
が
薨
去
し
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
類
似
例
と
し
て
『
中
右

記
』
大
治
四
年
閏
七
月
十
一
日
条
に
記
さ
れ
た
道
仁
（
通
仁
）
親
王
薨
去
が
あ
る
こ

と
は
、
す
で
に
紀
光
の
日
記
の
明
和
九
年
六
月
二
十
日
条
に
見
え
る
。

二
十
日
、
甲
申
、
陰
雨
交
。
今
日
二伏
見品
貞
行
親
王
童
体
。
桃
園
院
第
二
皇
子

母
恭
礼
門
院
。

薨
。
十
四

才
。

日
来
両
眼
令
!

盲
給
。
蓋
叡
敏
尤
甚
。
人
々
奉
!

惜
也
。
後
日
見
%

中
右
記
$

有
%

準
的
事
$。
仍
聊
記
!

之
。

大
治
四
年
後
七
月
十
一
日
或
人
密
語
云
、
二
宮
去
夜
令
!

薨
給
。
御
年
六
才
。 

名
道
仁
。
従
%

降
誕
年
$

御
目
不
%

見
給
$。
坐
%

但
馬
守
敦
兼
朝
臣
宅
$

也
―
―   

（
後
略
）（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
『
柳
原
紀
光
日
記
』
函
号
：
柳
-一

二
〇
三　

柳
原
本
）

貞
行
親
王
が
亡
く
な
っ
た
当
日
の
こ
と
を
記
し
た
日
記
で
あ
る
。「
準
的
事
」
と
し

て
、
前
掲
の
『
中
右
記
』
大
治
四
年
閏
七
月
十
一
日
条
を
引
用
し
て
お
り
、
こ
の
時

点
で
す
で
に
紀
光
は
、
桃
園
天
皇
の
二
宮
貞
行
親
王
と
鳥
羽
上
皇
の
二
宮
道
仁
（
通

仁
）
親
王
の
薨
去
を
結
び
つ
け
て
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
こ
の
明
和
九
年
六
月
二
十
日
の
桃
園
天
皇
二
宮
貞
行
親
王
の
薨
去
は
、
紀

光
が
編
纂
し
た
歴
史
書
で
あ
る
『
続
史
愚
抄
』
の
後
桃
園
天
皇
紀
（
同
日
条
）
に
も

掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
続
史
愚
抄
』
に
は
、
初
稿
本
、
中
清
書
本
、
清
書
本
、
さ
ら

に
そ
の
改
訂
本
と
さ
ま
ざ
ま
な
段
階
の
写
本
が
残
さ
れ
て
い
る
（
（1
（

が
、『
閑
窓
自
語
』

の
主
な
執
筆
期
間
に
あ
た
る
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
か
ら
寛
政
九
年
に
先
ん
じ
て

成
立
し
た
写
本
だ
と
、
後
桃
園
天
皇
紀
は
寛
政
三
年
七
月
に
出
来
上
が
っ
た
（
奥
書

に
よ
る
。）
中
清
書
本
が
残
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

○
愚
紳
、年
代

�

二
十
日
、
伏
見
二
品
貞
行モチ親
王
桃
園
院
第
二
皇
子
。

童
体
。

薨
。
十
四
歳
。
日
来
両
眼
不

明
、 

而
叡
敏
無
%

比
類
$。
而
一
昨
日
俄
脚
気
、
所
労
被
!

発
云
々
。
勘
%

旧
記
$
 

大
治
四
閏
七
十
一
、
中
右
記
、
二
宮
去
夜
薨
給
。
六
歳
。
名
道
仁
。
従

%

降
誕
年

$

御

目
不
%

見
給
$

云
々
。（
後
略
）（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
『
続
史
愚

抄
』
函
号
：
柳
-五
七　

柳
原
本
）

傍
線
を
付
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
も
「
勘
%

旧
記
$

」
と
し
て
、『
中
右
記
』（
大
治
四

年
閏
七
月
十
一
日
条
）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
出
典
と
し
て
は
、「
愚
紳
、

年
代
」
と
あ
る
よ
う
に
、
紀
光
の
日
記
で
あ
る
『
愚
紳
』
も
示
さ
れ
て
い
る
（「
年

代
」
は
、
清
書
本
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』）
の
同
日
条
に
よ
る
と
『
年
代
略
記
』

を
指
す
）。

こ
の
よ
う
に
日
記
、『
続
史
愚
抄
』
と
同
じ
先
例
を
引
用
し
て
い
る
上
巻
第
四
〇

話
の
場
合
、
源
泉
と
な
る
古
典
籍
で
あ
る
『
中
右
記
』
は
、『
閑
窓
自
語
』
執
筆
の

以
前
か
ら
何
度
も
く
り
返
し
引
用
さ
れ
て
お
り
、
紀
光
の
中
に
定
着
し
て
い
た
見
方

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
『
中
右
記
』
引
用
部
分
を
比
較

し
て
み
る
と
、

【『
柳
原
紀
光
日
記
』
明
和
九
年
六
月
二
十
日
条
】

大
治
四
年
後
七
月
十
一
日
或
人
密
語
云
、
二
宮
去
夜
令
!

薨
給
。
御
年
六
才
。

名
道
仁
。
従
%

降
誕
年
$

御
目
不
%

見
給
$。
坐
%

但
馬
守
敦
兼
朝
臣
宅
$

也
―
―

門
院
御
同

座
也
。
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【
中
清
書
本
『
続
史
愚
抄
』
同
日
条
】

勘
%

旧
記
$

大
治
四
閏
七
十
一
中
右
記
、
二
宮
去
夜
薨
給
六
歳
。
名
道
仁
。
従
%

降
誕
年
$

御
目
不
%

見
給
$

云
々
。

【『
閑
窓
自
語
』
上
巻
第
四
〇
話
】

崇（正
し
く
は
鳥
羽
院
）

徳
院
の
二
宮
、 
む
ま
れ
給
と
し
よ
り
両
眼
見
え
給
は
で
、 

大
治
四
年
閏
七
月
、 

六
才
に
て
薨
ぜ
ら
れ
け
る
よ
し
、
中
御
門
右
大
臣
宗
忠
公
の
記
に
み
ゆ
。
よ
く

に
た
ま
ひ
け
る
事
也
。

『
閑
窓
自
語
』
の
上
巻
第
四
〇
話
に
引
用
さ
れ
て
い
る
『
中
右
記
』
の
記
述
は
、『
柳

原
紀
光
日
記
』、
さ
ら
に
そ
れ
に
基
づ
く
中
清
書
本
『
続
史
愚
抄
』
に
引
用
さ
れ
て

い
る
範
囲
を
出
な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
『
閑
窓
自
語
』
上
巻
第
四
〇
話
の
場
合
、
旧

例
の
源
泉
は
も
ち
ろ
ん
『
中
右
記
』
に
あ
る
が
、
実
際
の
『
閑
窓
自
語
』
の
執
筆
に

際
し
て
は
、
直
接
原
典
で
あ
る
『
中
右
記
』
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
な
く
て
も
書
く
こ
と

が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、『
柳
原
紀
光
日
記
』
や
同
時
期
に
編
集
中
で
あ
っ
た
『
続

史
愚
抄
』
に
基
づ
い
て
書
か
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
閑
窓
自
語
』
の
古
典
籍
引
用
の
う
ち
、
書
名
が
明
示
さ
れ
て
い
る

場
合
に
つ
い
て
、
書
目
分
布
と
そ
の
傾
向
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
上
で
、
現
存
す

る
柳
原
家
旧
蔵
本
の
う
ち
大
部
分
を
占
め
る
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
本
と
西
尾

市
岩
瀬
文
庫
本
の
中
に
、
紀
光
が
所
持
し
て
い
た
可
能
性
の
あ
る
本
を
見
出
す
こ
と

で
、『
閑
窓
自
語
』
に
お
け
る
紀
光
の
古
典
籍
引
用
と
そ
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
知

識
の
源
泉
と
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
た
。
最
後
に
上
巻
第
四
〇
話
の
場
合
、
蔵
書
か
ら

培
っ
た
先
例
の
知
識
は
、
何
度
も
繰
り
返
し
用
い
ら
れ
て
き
た
も
の
で
も
あ
り
、

『
閑
窓
自
語
』
を
執
筆
す
る
際
に
原
典
に
当
た
り
直
し
て
い
な
い
可
能
性
も
あ
る
こ

と
を
示
し
た
。
そ
の
場
合
、
直
接
の
引
用
関
係
と
し
て
は
原
典
と
の
距
離
が
遠
く
な

る
も
の
の
、
何
度
も
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
出
来
事
と
先
例
の
結
び
つ
き
は
紀

光
の
中
で
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
閑
窓
自
語
』
は
、
個
々
の

逸
話
の
寄
せ
集
め
で
あ
り
、
諸
書
の
引
用
に
規
則
性
が
あ
る
訳
で
は
な
い
。
そ
の
た

め
、
今
後
も
一
話
ご
と
に
古
典
籍
や
故
実
の
引
用
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
ま
た
、
現
存
す
る
柳
原
家
旧
蔵
本
と
の
重
な
り
に
つ
い
て
も
、
宮
内
庁
書

陵
部
図
書
寮
文
庫
と
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
以
外
に
伝
わ
る
本
も
加
え
る
こ
と
で
、
よ
り

網
羅
的
な
把
握
が
進
む
。
さ
ら
に
、
書
目
が
示
さ
れ
て
い
な
い
先
例
、
和
歌
、
漢
故

事
な
ど
の
引
用
に
つ
い
て
も
、
そ
の
出
典
や
柳
原
家
旧
蔵
本
の
中
に
見
出
せ
る
か
ど

う
か
調
べ
て
い
く
必
要
が
あ
（
（2
（
る
。

注（
1
）　

是
澤
恭
三
「
柳
原
紀
光
の
諸
家
記
録
探
求
に
就
て
」（『
国
史
学
』
第
四
五
号
、
一

九
四
二
年
）、
平
井
誠
二
「
近
世
公
家
の
学
問
―
―
柳
原
紀
光
の
『
続
史
愚
抄
』
編

纂
に
つ
い
て
―
―
」（『
大
倉
山
夏
季
公
開
講
座
』
Ⅰ
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
、
一

九
九
二
年
）、
吉
岡
眞
之
「
柳
原
家
旧
蔵
書
籍
群
の
現
状
と
そ
の
目
録
―
―
蔵
書
群

の
原
形
復
原
の
た
め
の
予
備
的
考
察
―
―
」（
田
島
公
編
『
禁
裏
・
公
家
文
庫
研

究
』
第
五
輯
、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
五
年
）
等
。

（
2
）　

こ
の
他
、
書
名
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
、「
天
文
志
」（
上
・
八

四
）、「
年
代
記
」（
中
・
六
九
）、「
五
行
志
」（
下
・
一
〇
四
）、「
雑
誌
」（
下
・
一

一
八
）
等
が
あ
る
。

（
3
）　

和
書
は
書
目
数
の
多
い
順
に
な
ら
べ
た
。
同
数
の
場
合
は
『
閑
窓
自
語
』
内
に
出

現
す
る
順
に
よ
る
。
出
現
箇
所
は
括
弧
内
に
示
し
た
。
書
名
は
原
則
『
国
書
総
目

録
』（
岩
波
書
店
）
を
参
考
に
、
一
般
的
な
も
の
に
統
一
し
た
。
漢
籍
は
【
漢
籍
】

と
し
て
一
括
し
た
。
線
引
き
が
難
し
い
が
、
紀
光
以
外
の
人
物
に
よ
る
引
用
や
紀
光

の
古
典
籍
所
持
と
は
関
わ
り
の
薄
い
例
は
、「
※
」
を
付
し
た
。

（
4
）　

上
巻
第
二
三
話
「
桜
町
院
聞
食
笛
声
令
賜
和
歌
於
故
殿
事
」
は
、
紀
光
の
父
・
柳

原
光
綱
の
笛
の
音
を
め
ぐ
る
桜
町
天
皇
と
冷
泉
為
村
と
い
う
三
者
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
だ

が
、「
御
記
に
も
も
れ
、
又
為
村
卿
の
集
に
も
の（
載
）せ

ざ
る
よ
し
」
と
い
う
の
は
、
光

綱
の
日
記
で
あ
る
『
光
綱
卿
記
』
か
。
な
お
、『
閑
窓
自
語
』
の
引
用
は
『
日
本
随
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筆
大
成
』〈
第
二
期
〉
8
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
四
年
）
に
よ
る
が
、
底
本
で
あ

る
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
『
閑
窓
自
語
』（
函
号
：
柳‒

八
三
六 

柳
原

本
）
も
参
照
し
、
修
正
し
た
箇
所
が
あ
る
。
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
て
、
適
宜
濁
点

を
補
い
、
仮
名
が
連
続
す
る
場
合
に
は
傍
注
で
漢
字
を
当
て
る
等
し
た
。

（
5
）　

こ
の
他
、
上
巻
第
八
五
話
「
推
古
天
皇
七
年
、
百
済
よ
り
、
駱
駝
一
疋
、
驢
一
疋

を
貢
す
と
見
え
た
り
」
は
、
推
古
天
皇
七
年
九
月
一
日
条
、
中
巻
第
一
〇
〇
話
「
天

武
天
皇
九
年
、
二
月
天
な（
鳴
）る
」
も
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
九
年
二
月
に
確
認
で
き

る
。

（
6
）　
『
閑
窓
自
語
』
が
引
用
す
る
鳥
子
紙
に
つ
い
て
の
記
述
が
確
認
で
き
る
『
朔
旦
冬

至
旬
儀
平
座
叙
位
赦
令
等
部
類
』（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
、
函
号
：
柳‒

二
七
八
）
の
分
類
に
よ
る
。

（
7
）　
『
歌
書
類
目
録
』（
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
所
蔵
、
函
号
：
柳‒

八
三
一 

柳
原

本
）
は
、
寛
政
九
年
三
月
の
紀
光
の
識
語
に
よ
る
と
、
家
僕
の
平
忠
種
に
命
じ
て
、

歌
書
（
和
歌
や
物
語
・
仮
名
日
記
な
ど
い
わ
ゆ
る
文
学
資
料
）
の
書
名
を
類
聚
さ
せ

た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
に
は
、「
引
書
」
と
し
て
、「
八
雲
御
抄
」「
官
本
目
録
」
な

ど
目
録
作
成
に
際
し
て
参
考
に
し
た
書
目
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
「
当
家

所
在
書
」
に
「
〇
」
印
を
付
す
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
書
は
、
柳
原
家
所
蔵

の
書
目
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
関
口
祐
未
「
柳
原
家
旧
蔵

『
歌
書
類
目
録
』
の
解
題
・
翻
刻
（
前
・
後
編
）」（『
文
学
研
究
論
集
』
第
二
〇
・
二

一
号
、
明
治
大
学
大
学
院
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

（
8
）　

京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
、
三
康
図
書
館
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
な
ど
に
も
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
（
注
1
）
吉
岡
氏
論
文
の
冒
頭

に
、
小
倉
慈
司
氏
の
調
査
に
よ
る
と
し
て
言
及
が
あ
り
、
こ
れ
に
拠
っ
た
。

（
9
）　

両
文
庫
所
蔵
の
柳
原
家
旧
蔵
本
の
ほ
と
ん
ど
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
（H

i-CA
T

 Plus

）
よ
り
画
像
を
閲
覧
で
き
る
。
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮

文
庫
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
の
「
書
陵
部
所
蔵
資
料
目
録
・
画
像
公

開
シ
ス
テ
ム
」
で
も
公
開
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、
上
記
の

書
陵
部
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
他
、
宮
内
庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
典
籍
解
題
』（
国
立
書

院
・
養
徳
社
）、
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
「
古
典
籍
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
詳
し
く
、

本
稿
に
お
い
て
も
参
考
に
し
た
。

（
10
）　

前
掲
（
注
1
）
是
澤
氏
論
文
。

（
11
）　

資
料
名
や
蔵
書
印
の
提
示
方
法
に
つ
い
て
、
資
料
名
下
の
括
弧
内
は
所
蔵
者
と
函

号
。
所
蔵
者
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
の
場
合
「
書
陵
部
」、
西
尾
市
岩
瀬

文
庫
の
場
合
「
岩
瀬
」
と
す
る
。
蔵
書
印
に
つ
い
て
は
、「
書
陵
部
：　

」
は
宮
内

庁
書
陵
部
編
『
図
書
寮
叢
刊　

書
陵
部
蔵
書
印
譜　

上
』（
明
治
書
院
、
一
九
九
六

年
）「
柳
原
家
」
の
識
別
番
号
、「
岩
瀬
：　

」
は
『
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
企
画
展　

公

家　

柳
原
家
の
文
庫
』（
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
、
二
〇
一
八
年
）
の
識
別
番
号
。
柳
原

家
の
蔵
書
印
に
つ
い
て
も
こ
れ
ら
を
参
照
し
た
。
蔵
書
印
や
後
述
す
る
奥
書
に
関
し

て
は
、『
閑
窓
自
語
』
が
引
用
し
て
い
る
箇
所
に
該
当
す
る
冊
（
部
分
）
に
存
在
す

る
か
に
よ
る
。
以
下
同
様
に
示
す
。

（
12
）　
「
柳
原
庫
」
印
（
書
陵
部
：
①
，
岩
瀬
：
印
3
）
は
、
一
冊
目
中
右
記
目
録
（「
紀

光
印
」
も
あ
り
）、
四
冊
目
（
寛
治
八
年
春
夏
七
月
記
）
～
十
一
冊
目
、
十
三
冊
目

～
二
十
三
冊
目
、
二
十
五
冊
目
～
二
十
七
冊
目
に
捺
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
第
三
冊

目
（
二
）
の
寛
治
六
年
春
夏
・
同
七
年
冬
記
に
つ
い
て
は
、
紀
光
よ
り
三
代
下
っ
た

柳
原
光
愛
が
日
野
西
光
暉
所
持
本
に
よ
り
補
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
13
）　

前
掲
（
注
1
）
是
澤
氏
論
文
。

（
14
）　

後
述
す
る
よ
う
に
、『
閑
窓
自
語
』
で
引
用
さ
れ
て
い
る
記
述
は
、
管
見
の
限
り

見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
15
）　

室
町
時
代
古
写
本
と
さ
れ
る
『
通
要
古
紙
』（
岩
瀬
、
卯‒

四
一
）
も
柳
原
家
旧
蔵

本
と
し
て
現
存
す
る
。「
日
野
柳
原
秘
府
修
竹
記
之
印
」（
書
陵
部
：
⑦
，
岩
瀬
：

5
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
前
掲
（
注
11
）『
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
企
画
展　

公
家　

柳
原
家
の
文
庫
』
で
は
、
紀
光
の
息
・
均
光
所
用
で
、「
父
紀
光
が
拡
充
し

た
蔵
書
の
分
類
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
捺
さ
れ
た
ら
し
い
」
と
あ
る
。

（
16
）　

中
巻
第
八
八
話
で
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
言
継
卿
記
』
全
十
一
冊
の
う
ち
四

冊
目
だ
が
、
他
の
冊
で
は
、
安
永
二
～
三
年
の
紀
光
書
写
奥
書
を
伴
う
箇
所
も
あ
る

（
二
・
三
冊
目
、
八
・
九
冊
目
、
十
一
冊
目
）。

（
17
）　

こ
の
他
、
中
巻
第
七
話
の
『
滋
草
拾
露
』（
岩
瀬
、
一
一
五‒

四
四
）
下
襲
半
臂
部

に
は
、「
日
野
柳
原
秘
府
継
聚
記
之
印
」
印
（
書
陵
部
：
⑥
，
岩
瀬
：
印
6
）
が
あ

る
。『
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
企
画
展　

公
家　

柳
原
家
の
文
庫
』
に
よ
る
と
、
前
掲

（
注
15
）
の
「
日
野
柳
原
秘
府
修
竹
記
之
印
」
と
同
種
の
印
。『
毛
詩
』（
岩
瀬
、
七
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一‒

二
二
）（
中
・
六
九
）
に
は
紀
光
所
持
本
（『
補
略
』
書
陵
部
、
柳‒

九
九
〇
。

『
性
霊
集
』
岩
瀬
、
六
六‒

三
八
。『
徒
然
草
』
岩
瀬
、
六
六‒

四
一
等
）
に
見
え
る

「
柳
原
蔵
書
之
印
」（
岩
瀬
：
印
10
）
が
捺
さ
れ
て
い
る
が
、
中
巻
六
九
話
が
言
及
す

る
箇
所
は
『
毛
詩
』
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

（
18
）　

寛
政
九
年
三
月
編
の
『
歌
書
類
目
録
』（
書
陵
部
、
柳-

八
三
一
）
で
も
「
当
家
所

在
書
」
の
○
印
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
存
す
る
西
尾
市
岩
瀬
文
庫
所
蔵
本
（
七
五
―

三
五
）
は
四
巻
（
た
だ
し
章
番
号
・
丁
付
は
巻
三
か
ら
続
く
。）
一
冊
で
あ
る
の
に

対
し
て
、『
歌
書
類
目
録
』
で
は
「
三二
イ

冊
」
と
あ
る
。

（
19
）　
『
続
史
愚
抄
』
の
写
本
に
つ
い
て
は
、
主
に
以
下
の
論
考
を
参
照
し
た
。
是
澤
恭

三
「
続
史
愚
抄
」（『
日
本
歴
史
』
一
九
四
、
一
九
六
四
年
七
月
）、
武
部
敏
夫
「
続

史
愚
抄
」（
坂
本
太
郎
・
黒
板
昌
夫
編
『
国
史
大
系
書
目
解
題　

上
巻
』
吉
川
弘
文

館
、
一
九
七
一
年
）、
前
掲
（
注
1
）
平
井
氏
論
考
。

（
20
）　

た
と
え
ば
、
上
巻
第
七
五
話
「
東
園
前
中
納
言
基
辰
卿
家
魍
魎
語
」
の
「
横
川
の

僧
都
の
、
う
き
舟
を
見
い
で
け
む
た
め
し
」
は
、『
源
氏
物
語
』
手
習
巻
に
該
当
す

る
場
面
が
あ
る
。
ま
た
、
中
巻
第
四
七
話
に
お
け
る
『
兼
宣
公
記
』
と
『
古
事
談
』

所
収
の
源
師
頼
の
説
話
（『
続
古
事
談
』『
十
訓
抄
』『
東
斎
随
筆
』
に
も
同
話
あ

り
。）
の
引
用
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
拙
稿
「『
閑
窓
自
語
』
中
巻
第
四
七

話
「
釈
奠
上
卿
毎
事
問
人
語
」
と
『
続
史
愚
抄
』」（『
汲
古
』
第
八
四
号
、
二
〇
二

三
年
）。

※�

史
料
の
引
用
に
際
し
て
、
表
記
は
通
行
の
字
体
に
改
め
、
合
点
は
省
略
す
る
等
し
た
。

ま
た
、
返
り
点
や
句
読
点
を
私
に
補
い
、
括
弧
に
よ
る
傍
注
や
傍
線
を
付
し
た
り
し
た
。

※�

本
稿
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
「
天
皇
家
・
公
家
の
「
知
」
の
体
系
と
し
て
の
文

庫
・
宝
蔵
研
究
拠
点
創
設
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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『閑窓自語』引用書目ならびに柳原紀光所持本現存状況（宮内庁書陵部図書寮文庫本・西尾市岩瀬文庫本） 
【凡例】
・『閑窓自語』に引用されている典拠のうち、書名が明示されている場合（それに準じるものを含む）を掲出した。さらに引用されている箇所が、現存す

る紀光が所持していた本（可能性のある本）の中に見出せるかどうかを調査した。
・各地に伝存する柳原家旧蔵本のうち、大部分を占める宮内庁書陵部図書寮文庫所蔵本と西尾市岩瀬文庫所蔵本を対象に調査した。
・「引用書目」：適宜通行の書名を補った。国書の場合は、主に『国書総目録』（岩波書店）による。
・「引用箇所」：できるだけ詳しい箇所を示した。和歌の番号は『新編国歌大観』（角川書店）による。
・「現存状況」：①書名、②所蔵者（書陵部＝宮内庁書陵部図書寮文庫、岩瀬＝西尾市岩瀬文庫）、③函号、④複数冊の場合員数、⑤版本の場合は刊年の順

で提示した。複数の該当資料がある場合、もっとも可能性の高いもののみを示し、「･･･他」とした箇所もある。
・「備考」：紀光所持本が現存する場合は、その裏付けになるもっとも有力な情報を載せた。蔵書印については、「書陵部：　」は宮内庁書陵部編『図書寮

叢刊 書陵部蔵書印譜 上』（明治書院、1996 年）「柳原家」所収の番号に、「岩瀬：　」は『西尾市岩瀬文庫企画展　公家　柳原家の文庫』（西尾市岩瀬文
庫、2018 年）の番号による。蔵書印に関する補足説明についても、両書を参照した。『歌書類目録』（書陵部、柳-831、寛政 9 年成立）に、柳原家の

「当家所在書」載録を示すとされる「〇」印がある場合は「『歌書類目録』○印あり。」と記載した。
・「分類」：国書は『国書総目録』による。
〔主要参考文献〕宮内庁書陵部編『図書寮典籍解題』（文学篇・歴史篇・続歴史篇）（養徳社・国立書院、1948 年・1950 年・1951 年）、小倉滋司編「宮内庁

書陵部所蔵柳原家旧蔵本目録（稿）」（田島公編『禁裏・公家文庫研究』第 4 輯、思文閣出版、2012 年）、西尾市岩瀬文庫編「西尾市岩瀬文庫 柳原家旧
蔵資料目録（Ａ）（Ｂ）」（田島公編『禁裏・公家文庫研究』第 4 輯、思文閣出版、2012 年）、書陵部所蔵資料目録・画像公開システム（https://shoryo-
bu.kunaicho.go.jp/）、西尾市岩瀬文庫「古典籍書誌データベース」（https://adeac.jp/iwasebunko/top/）

巻・話 章段名 引用書目 引用箇所 現存状況 備考 分類

上
1

禁秘記御抄事 禁秘記御抄（後三条
院御抄）〔禁秘記抄〕

　 　 散佚。 有職 
故実

上
1

禁秘記御抄事 兼宣公記 　 『兼宣公記』（書陵部、柳-229、
5 冊）

該当箇所を発見できず。 日記

上
1

禁秘記御抄事 ふるき目録（仁和寺
の書目六）〔本朝書
籍目録〕

　 　 『歌書類目録』の引用書のうちに
あり。

書目

上
1

禁秘記御抄事 禁秘御抄〔禁秘抄〕
　

『禁秘抄〈政嗣公奥書本〉』
（岩瀬、98-10）他

【紀光奥書】安永 7 年 3 月。日野
西兼貫（勝貫）が書写し、紀光に
送った。

有職 
故実

上
2

假寘内侍所於念
誦堂事

禁秘御抄〔禁秘抄〕 賢所 『禁秘抄〈政嗣公奥書本〉』
（岩瀬、98-10）他

同上。 有職 
故実

上
5

嘗祭事 爾雅 釈天 　 　 漢籍

上
6

和歌三神事 後奈良院宸記 天文 4 年記の奥 『後奈良院宸記』（書陵部、柳- 
1091）

【紀光奥書・天文 4 年記】安永 8
年 3 月書写。滋野井公麗本。

日記

上
13

広南国貢象事 本草広目〔本草綱目〕 第五十一巻　獣部　獣二、
象

　 　 漢籍

上
13

広南国貢象事 北戸録 象鼻灸 　 　 漢籍

上
15

後水尾院被任往
年分官事

公卿補任 　 『公卿補任』（書陵部、柳-409、
64 冊）

「柳原庫」（書陵部：①，岩瀬：印
3）※主に紀光所用かとされる。
建長 4～正元元、天正 15～宝永 6、
享保 21～安永 8 年該当冊。明和 8
年冒頭「紀光」（書陵部：⑯，岩
瀬：印 20）。元亨 4 年は紀光増補

（寛政 8 年 11 月）。

補任

上
15

後水尾院被任往
年分官事

諸家伝 　 『諸家近代伝』（岩瀬、98-80）「柳原蔵書」（書陵部：⑩,岩瀬：
印 1）※柳原資廉所用印。

系譜

上
23

桜町院聞食笛声
令賜和歌於故殿
事

御記〔光綱卿記ヵ〕 「御記にももれ、又為村卿
の集にものせざるよしきゝ
侍る也」

『柳原光綱卿日記』（岩瀬、
135-70、27 冊）

紀光書写本もあり。『憲台御記』
（書陵部、柳-1100、天明 2 年写）、
『憲台日記』（書陵部、柳-457、天
明 6 年写）。

日記

上
23

桜町院聞食笛声
令賜和歌於故殿
事

為村卿の集〔冷泉為
村卿家集〕

　 　 　 歌集

上
24

同帝愛右中将重
煕弾正少弼氏栄
等事

「孟子もときしなら
ずや。」〔→孟子〕

梁恵王章句下 　 『四書古義訓点』（岩瀬、70-43、
寛政 5 年新刊）は、紀光所持本の
可能性は低いか。「上京第十一校
　柳原光典」と書入れあり。柳原
光典は日野資秀（1863-1903）か。
柳原光愛の子で、日野資宗養子。

漢籍

上
27

桃園院御学問事 易の口伝〔易経〕 　 　 桃園院の学問。 漢籍
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巻・話 章段名 引用書目 引用箇所 現存状況 備考 分類

上
39

詠茸狩於和歌事 古今集〔古今和歌集〕 巻第五　秋歌下・309 　 『歌書類目録』○印あり。 歌集

上
40

桃園院二宮貞行
親王〈伏見殿〉
七歳和歌事〈付
令失明給事〉

中御門右大臣宗忠公
の記〔中右記〕

大治 4 年閏 7 月 11 日条 『中右記』（書陵部、柳-1205、
27 冊）※うち第 20 冊目。十
九（大治四年秋冬記）。

大治 4 年 7 月冒頭「柳原庫」（書
陵部：①，岩瀬：印 3）。8 月・11
月冒頭「柳原蔵書」（書陵部：⑬，
岩瀬：印 2）※柳原光綱所用。

日記

上
44

同天神事〈才学〉 両聖記 　 　 『歌書類目録』○印あり。 神祇

上
44

同天神事〈才学〉 宇治興聖禅寺記 　 　 『歌書類目録』○印あり。 曹洞

上
45

呪厭凶夢丑未札
事

御験記〔春日権現験
記〕

　 　 絵 神祇・
絵巻

上
46

春日御験記事 春日御験記〔春日権
現験記〕　

　 『春日権現験記絵詞』（書陵部、
柳-810）

【紀光奥書】安永 3 年 10 月山科敬
言所持本書写。

神祇・
絵巻

上
48

東福門院御簪事 古今和歌集 巻第十七　賀歌上・873 　 『歌書類目録』○印あり。 歌集

上
50

若狭守紀宗直朝
臣事

宝石類聚 　 　 紀宗直の著作。天明の火事により
焼失。

岩石

上
51

伊呂波奥加京字
事

通用古紙〔通要古紙〕 京段 ①『通要古紙』（岩瀬、卯-41） 
②『通用古紙〈上巻欠〉』（岩
瀬、111-36）

①室町中期写。「日野柳原秘府修
竹記之印」（書陵部：⑦，岩瀬：
5）※均光が父・紀光の蔵書を分
類するために用いたか。②【紀光
奥書】天明 3 年 9 月書写。

類書

上
51

伊呂波奥加京字
事

和名抄〔和名類聚抄〕 　 ①『倭名類聚鈔』（岩瀬、46-
10、 2 冊、 寛文 7 年刊） ②�『和
名類聚抄』（岩瀬、70-56、5
冊、寛文 7 年刊）

　 辞書

上
51

伊呂波奥加京字
事

高野日記 （いろはを冠に置いた四十
八首のうち）

『歌書類目録』○印あり。 紀行

上
52

当家念誦堂事 玉葉 承安 3 年 12 月 8 日条 『玉葉』（書陵部、柳-455、32
冊）※うち第 4 冊目。

各冊「柳原蔵書」（書陵部：⑬，
岩 瀬：印 2）※ 柳 原 光 綱 所 用。

（26 冊目紀光奥書を有する貼紙あ
り。）

日記

上
66

公冶長并百鳥語
書事

少納言藤原通憲入道
〈信西〉の所持の書
目録〔通憲入道書目
録〕

　 『信西入道書籍目録』（岩瀬、
135-48）

「柳原庫」（書陵部：①，岩瀬：印
3）。「万里蔵書」印と「藤原尚房」 
印抹消。万里小路尚房（1682-1724）。

書目

上
66

公冶長并百鳥語
書事

公冶長并百鳥語一巻 　 　 『通憲入道蔵書目録』（第廿四櫃）
に載録。

漢籍

上
67

見異鳥於山中事 吉野拾遺物語〔吉野
拾遺〕

巻第二、（一）鷹怪鳥をと
る事

『芳野拾遺物語』（岩瀬、75-
35、貞享 4 年正月刊）

「柳原庫」（書陵部：①，岩瀬：印
3）。『歌書類目録』○印あり。

説話

上
80

高松前宰相重季
卿語

新古今集〔新古今和
歌集〕

　 　 高松重季の『新古今和歌集』携帯
について。

歌集

上
85

自薩摩貢琉球驢
馬於関東事〈付
先年貢大冤（宛） 
馬事〉

万葉集 人麻呂歌 巻第三・雑歌・
264

『歌書類目録』○印あり。 歌集

上
88

夏雪事 太平記 後 光 厳 院、康 安 元 年 6 月
22 日

　 　 軍記 
物語

上
88

夏雪事 「孟子～といへる」
〔→孟子〕

尽心章句下 　 上 24『孟子』参照。 漢籍

上
88

夏雪事 保元平治物語〔保元
物語〕

　 　 『歌書類目録』○印あり。 軍記 
物語

上
88

夏雪事 保元平治物語〔平治
物語〕

　 　 『歌書類目録』○印あり。 軍記 
物語

上
88

夏雪事 盛衰記〔源平盛衰記〕 　 　 『歌書類目録』○印あり。 軍記 
物語

上
89

左大臣輝良公大
風日拝賀事〈付
春日社頭大風間
事〉

「孔子も～とかれぬ
れば」〔→論語〕

郷党第十 　 紀光以外の人物による引用。 漢籍
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巻・話 章段名 引用書目 引用箇所 現存状況 備考 分類

上
92

剣相家相事 三才図会 宮室三・四巻 　 　 漢籍

上
92

剣相家相事 吉日考秘伝 地形吉凶図第四十六 『吉日考秘伝』（岩瀬、66-32）「柳原庫」（書陵部：①，岩瀬：印
3）。表紙書入れ柳原紀光筆か。

陰陽道

上
95

人相者事 相法全書 　 　 　 漢籍

上
97

本朝愛牡丹事 詞花集〔詞花和歌集〕 巻第一　春・48 　 『歌書類目録』○印あり。 歌集

中
1

中院故中納言通
枝卿依和歌鬱念
発狂語

神代の巻〔日本書紀〕 巻第一　神代上 　 吉田良延（兼雄）の談話。 通史

中
2

六条故大納言有
栄卿孝行語

「孔子の語にもかな
ひぬべし。」〔→論語〕

先進第十一ヵ 　 上 24『孟 子』参 照。『論 衡』（知
実第七十九）や『史記』（仲尼弟
子列伝第七）にもあり。

漢籍

中
4

橋本前大納言実
理卿君子語

資治通鑑 巻第一　周紀一・威烈王 　 　 漢籍

中
7

滋野井故大納言
公麗卿語

滋草拾露 　 ①『滋草拾露』（岩瀬、115-
44）②『滋草拾露節会』『節
会別勘』（岩瀬、135-68）

①『岩瀬文庫図書目録』は 5 種 5
冊を一括。うち、笠部、奴袴部、
扇部に「柳原庫」（書陵部：①，
岩瀬：印 3）。下襲半臂部に「日
野柳原秘府継聚記之印」（書陵
部：⑥，岩 瀬：印 6）。※「日 野
柳原秘府修竹記之印」と同種（上
51 参照）。②上記目録は「節会雑
襍 」全 20 冊で一括。表紙・書入
れ等紀光筆有りか。

有職 
故実

中
7

滋野井故大納言
公麗卿語

禁秘階梯抄〔禁秘御
抄階梯ヵ〕

　 『禁秘御鈔階梯』（書陵部、柳- 
801、3 冊、安 永 5 年 跋・版
本）

「柳原庫」（書陵部：①，岩瀬：印
3）

有職 
故実

中
8

同卿有識自負語 南史 巻三十　列伝第二十・何尚
之

　 　 漢籍

中
11

同卿語 二十一代集 　 　 「同卿」は野宮定之。 　

中
11

同卿語 三代集 　 　 　 　

中
14

好奇石者語 雲根志 　 　 　 博物

中
15

福寿草語 輝光卿の記〔輝光卿
記〕

元禄 3 年 1 月 1 日条 『輝光卿記』（書陵部、柳-28、
16 冊）※うち第 1 冊目。

【紀光奥書】安永 6 年 2 月書写。
日野輝光自筆記。4 冊目の奥書に
よると日野資矩より借用。

日記

中
15

福寿草語 大和本草 巻之七草之三「福寿草」 　 　 本草

中
16

山茶語〈国史曰
海石榴〉

曽祖一位殿〈資かど
の卿〉の御記〔→関
東下向道中日記ヵ〕

「東海道にはめづらしき花
おほくあるよし」

『関東下向道中記』（岩瀬、38-
110、14 冊）

3 冊目（元禄 8 年）、4 冊目（元禄
10 年）等に椿について言及あり。

紀行

中
17

飛礫恠異語 前漢書〔漢書〕 巻二十七　上五行志第七上 　 　 漢籍

中
17

飛礫恠異語 東寺執行栄増が記
〔東寺執行日記〕

文明 13 年 4 月 2 日条 『東寺執行記』（書陵部、柳- 
419）

【紀光奥書・文明 13 年記】寛政 8
年 4 月書写。権大僧都栄増自筆記。

寺院

中
19

太宰帥典仁親王
尊号関東不承伏
因見罷語

御本〈行成卿書朗詠〉 
〔和漢朗詠集〕

　 　 徳川家斉から光格天皇への献上品。 歌謡

中
28

於厠聞郭公語 吉日考秘伝 百怪吉凶第六十七　鼬鳴吉
凶

『吉日考秘伝』（岩瀬、66-32） 上 92 参照。 陰陽道

中
31

シゝ虫語 拾芥抄 上巻・諸頌部第十九「志志
虫鳴時歌」

　 　 事典

中
31

シゝ虫語 大和本草 巻之十四「守宮」（いもり・
やもり）

　 　 本草

中
32

簑虫語 枕草紙〔枕草子〕 「むしは」 『枕草紙』（岩瀬、103-164、3
冊）※うち上冊。

【紀光奥書・下冊】天明 2 年 9 月
書写。勧修寺教秀本。

随筆
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巻・話 章段名 引用書目 引用箇所 現存状況 備考 分類

中
33

仏法僧鳥語 霊元院の御幸の御記
〔霊元院修学院御幸
宸記〕

享保 14 年 2 月 3 日の御幸
記

『修学院御幸宸記』（書陵部、
柳-1046）

【紀光奥書】安永 3 年 8 月書写。
正親町公明本。※標出「仏法僧鳥
巣事」は紀光筆か。

記録

中
36

伏原二位宣条卿
易学語

十三経 　 　 　 　

中
36

伏原二位宣条卿
易学語

周易〔易経〕 　 　 　 漢籍

中
37

裏松弁入道光世
作大内裏考証語

大内裏考証〔大内裏
図考証〕

　 　 『大内裏図考証』の献上について。 建築

中
40

煙草舶来語 宝蔵といへる草紙
〔宝蔵〕

巻之三「莨菪盆」 　 　 俳諧

中
48

画寿像語 「後瑞雲院贈内大臣
兼宣公～みづからき
せられぬ。」〔兼宣公
記〕

応永 34 年 6 月 7 日条 『兼宣公記』（書陵部、柳-229、
5 冊）※うち第 5 冊目。

各冊「柳原庫」（書陵部：①，岩
瀬：印 3）「紀光」（書陵部：⑰，
岩瀬：印 21）。※標出「仰土左令
書自像事」は紀光筆か。

日記

中
48

画寿像語 園太暦 延文 3 年 9 月 27 日条 『園太暦』（書陵部、柳-436、
31 冊）※うち第 29 冊目。二
十八（延文三年正〜九月記）。

「柳原蔵書」（書陵部：⑩,岩瀬：
印 1）※柳原資廉所用印。標出

「寿像事」は紀光筆か。

日記

中
52

存生造棺例語 「仁安元年右少弁信
範～記せり。」〔兵範
記〕

仁安 1 年 9 月 24 日条 『人車記』（書陵部、柳-398、
10 冊）※うち第 3 冊目。

【紀光奥書・10 冊目】明和 4 年 8
月 7 日書写。広橋家本。※標出

「没後沙汰事」「棺事」は紀光筆か。

日記

中
56

春日迁幸図語 東園前大納言基長卿
享保五年の記〔基長
卿記〕

享保 5 年 11 月 9 日条 　 　 日記

中
57

春日社回禄一度
語

社司師盛卿の記〔春
日権神主師盛記〕

至 徳 2 年 3 月 25 日・26 日
条

　 　 日記

中
57

春日社回禄一度
語

皇年代私記 後小松院（頭注） 『皇年代私記』（書陵部、柳- 
35）

表紙に資廉の自署あり。「日野柳
原 秘 府 図 書」（書 陵 部：⑤，岩
瀬：印 4）※主に紀光と均光所用
か。

年代記

中
61

鮓答語 続日本記〔続日本紀〕 巻第一　文武天皇 2 年 1 月
8 日条

　 　 通史

中
69

町尻前宰相量原
卿僻按語

貝原篤信の名数〔和
漢名数〕

第七　歴世「本朝年号」 　 町尻量原による引用。 語彙

中
69

町尻前宰相量原
卿僻按語

易〔易経〕 大有 　 　 漢籍

中
69

町尻前宰相量原
卿僻按語

毛詩〔詩経〕 　 『毛詩』（岩瀬、71-22、10 冊・ 
版本）

「柳原蔵書之印」（岩瀬：印 10）
※紀光所持本に見える（『徒然
草』岩 瀬、66-41 等）。た だ し、
当該箇所は『毛詩』からの引用で
はないとみられる。

漢籍

中
69

町尻前宰相相量
卿僻按語

知譜拙記〔諸家知譜
拙記〕

　 　 町尻量原による引用。 系譜

中
71

駝鳥舶来語 大和本草 巻之十五　異邦禽〈十種〉
「駝鳥」

　 　 本草

中
71

駝鳥舶来語 西山遺事 附録 　 　 伝記

中
79

殖樹草于盆語 つれゝゞの草紙〔徒
然草〕

標出「同人事」（『新編日本
古典文学全集』第 154 段に
相当。）

『徒然草』（岩瀬、66-41）他 「同人」は日野資朝。【紀光奥書】
寛政元年冬・加朱。「柳原蔵書之
印」（岩瀬：印 10）あり。※「紀
光案」「紀光考」や紀光筆とみら
れる標出あり。

随筆

中
79

殖樹草于盆語 続日本後記〔続日本
後紀〕

巻八　仁明天皇承和 6 年 5
月 12 日条

　 通史

中
81

並頭蓮語 延喜式 　 　 「延喜式の瑞物にものせられず。」 法制

中
82

霊夢吉夢語 福富の草紙〔福富草
紙〕

上巻 　 　 絵巻

中
86

人魂亦為流星語 拾芥抄 上巻　諸頌部第十九「見人
魂時歌」

　 　 事典
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中
86

人魂亦為流星語 千載集〔千載和歌集〕 巻第十五　恋歌五、923・
924

　 『歌書類目録』○印あり。 歌集

中
86

人魂亦為流星語 日本紀略 昌泰 2 年 2 月 1 日条 　 　 通史

中
87

堀川儒学語 蜀志 巻三十九　菫劉馬菫呂伝第
九　馬良

　 　 漢籍

中
88

仏桑花語 「山科言継卿天文比
植置し事記に見えた
り。」〔言継卿記〕

天文 13 年 5 月 17 日条 『言継卿記』（書陵部柳-614、
11 冊）※うち第 4 冊目。

「柳原庫」（書陵部：①，岩瀬：印
3）※安永 2～3 年の紀光書写奥書
を伴う冊もあり。

日記

中
89

十六才男女月見
語

後奈良院御記〔後奈
良院宸記〕

　 『後奈良院宸記』（書陵部、柳- 
1091）

上 6 参照。近衛家久の説（近衛内
前の談話）。

日記

中
92

暴寒語 漢書 第二十七中之上　五行志第
七中之上他

　 　 漢籍

中
93

閑院故弾正尹直
仁親王貧窮語

「孔 子 も の た ま へ
り。」〔→論語〕

顔淵第十二 　 上 24『孟子』参照。『論衡』（命禄
第三）にもあり。

漢籍

中
96

本朝鴻才人語 日本史〔→大日本史〕 　 　 　 通史

中
99

日月蝕語 春秋 　 　 　 漢籍

中
99

日月蝕語 京房易伝 　 　 『漢書』第二十七下之下　五行志
第七下之下参照。

漢籍

中
100

天鳴語 晋書 巻十二　志第二　天文中　
史伝事験　天変

　 　 漢籍

中
100

天鳴語 京房易妖占 　 　 『晋書』に引用されている。 漢籍

下
101

虹見庭語 貞信公の記〔貞信公
記〕

「古へは虹庭よりたてば、
その所に市をたつるよし」

『貞 信 公 記』（書 陵 部、柳- 
1126）

【紀光奥書】明和 7 年 10 月書写。
ただし、該当する箇所はなしか。

日記

下
105

結髪油語 雅亮装束抄 二、「みづらをゆふこと」 　 　 有職 
故実

下
107

二禁病語 和名抄〔和名類聚抄〕 巻第三 瘡類第四十一「痤
（ニキミ）」

①『倭名類聚鈔』（岩瀬、46-
10、2 冊、寛文 7 年刊）※う
ち 乾 冊。②『和 名 類 聚 抄』

（岩 瀬、70-56、5 冊、寛 文 7
年刊）※うち第 1 冊目。

①頭注「二禁　記録ニ多書痤事
也」は紀光筆か。『閑窓自語』で、

「記ろくの中に心得がたき事多し。
ま づ 二 禁 事 の つ ま び ら か な ら
ず。」とあるのに重なる。②には
この書入れなし。

辞書

下
110

蘭草及蘭花語 新撰万葉集 秋歌三十六首　85、137・
138

『菅家万葉集』（岩瀬、70-54、
元禄 12 年刊）（菅原道真撰、
契沖注、2 冊）※うち上冊。

『禁裏・公家文庫研究』4 では、
柳原本に含めるが、西尾市岩瀬文
庫「古典籍書誌データベース」で
は、山本読書室本かとする。

漢詩・
和歌

下
110

蘭草及蘭花語 日本記〔日本書紀〕 巻十三　允恭天皇 2 年 　 通史

下
111

春蘭寒蘭等語 蘭亭記〔蘭亭集序〕 　 　 　 漢籍

下
112

月離畢雨滂沱語 詩経 小雅　魚藻之什　漸々之石 『毛詩』（岩瀬、71-22、10 冊・ 
版本）

紀光息・均光による引用。中 69
参照。

漢籍

下
112

月離畢雨滂沱語 家語〔孔子家語〕 巻第九　七十二弟子解　第
三十八

　 紀光息・均光による引用。 漢籍

下
112

月離畢雨滂沱語 論衡 明雩第四十五 　 紀光息・均光による引用。 漢籍

下
113

白気立語 易〔易経〕 　 　 　 漢籍

下
116

和歌語 古今序〔古今和歌集〕 仮名序 　 『歌書類目録』○印あり。 歌集

下
117

三社託宣語 和論語 巻第一 　 　 教訓

下
117

三社託宣語 言継卿の記〔言継卿
記〕

「三社のたくせんのうた」 『言継卿記』（書陵部、柳-614、
11 冊）

該当箇所なしか。『新訂増補言継
卿記』天文 17 年 3 月 2 日条に三
社託宣詩歌への言及あり。

日記
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下
120

奥歳語 前漢書〔漢書〕 巻二十七中之下　五行志第
七中之下

　 　 漢籍

下
126

大狐語 山海経 第一　南山経他 　 　 漢籍

下
130

金花銀花語 園太暦 観応 2 年 6 月 30 日条 『園太暦』（書陵部、柳-436、
31 冊）※うち第 17 冊目。十
六（観応二年春夏記）。

中 48 参照。 日記

下
131

蟷蜋語 和名抄〔和名類聚抄〕 巻第十九 虫豸類第二百四
十「螳蜋（イホムシリ）」

①『倭名類聚鈔』（岩瀬、46-
10、2 冊、寛文 7 年刊）※う
ち 坤 冊、②『和 名 類 聚 抄』

（岩 瀬、70-56、5 冊、寛 文 7
年刊）※うち第 5 冊目。

　 辞書

下
132

鉄尺語 園太暦 貞和 2 年閏 9 月 5 日条 『園太暦』（書陵部、柳-436、
31 冊）※ う ち 第 8 冊 目。七

（貞和二年秋冬記）。

中 48 参照。※標出「鐵尺事」紀
光筆か。

日記

下
133

鳥子紙語 仁治の朔旦冬至の記 官務季継記（仁治元年） 『朔旦冬至旬儀平座叙位赦令
等部類』（書陵部、柳-278、2
冊）他。

※ 2 冊目。【紀光奥書・目録】天
明 6 年 11 月の類聚。

部類記

【紀光奥書一覧】（※は参考情報）
上 1『禁秘抄〈政嗣公奥書本〉』（岩瀬、98-10）「此一冊権左少弁兼貫朝臣書送、〈内々令所望故也、〉頗可秘蔵之、安永第七三月中旬　権大納言紀光（「紀

光」印）」※「柳原庫」（書陵部：①，岩瀬：印 3）あり。
上 6『後奈良院宸記』（書陵部、柳-1091）天文 4年記「右以滋野井前大納言本令書写了、〈先年借用五十六丁余書之、其後一旦返之、又借用命家僕残二

十丁今度令書続了、同日一校、頗以可秘々々、〉安永八三　従二位藤紀光（「紀光」印）」※「柳原庫」（書陵部：①，岩瀬：印 3）あり。
上 46『春日権現験記絵詞』（書陵部、柳-810）「此一巻以左金吾本書写之、〈筆者前左将監藤原武盛、〈七旬有余也、〉〉紀光可染拙筆之所頃無暇之間、為早

速這之、重而可清書者、同日遂校畢、安永三年十月七日権中納言従三位藤原朝臣紀光誌」※左金吾は山科敬言。「柳原庫」（書陵部：①，岩瀬：印 3）あ
り。
上 51『通用古紙〈上巻欠〉』（岩瀬、111-36）「右一巻〈通用古紙自第六到第十、〉以或人所秘蔵〈本紙為草紙、殊勝書也、〉命娘嘉久子令書写了、自初巻

到第五紛失云々、重以他本可補闕、頗珍書歟、可禁外見、天明三九十四　正二位藤紀光（「紀光」印）」※「柳原庫」（書陵部：①，岩瀬：印 3）あり。
中 15『輝光卿記』（書陵部、柳-28）1冊目「右輝光卿記以自筆入用之分書抜之、可秘、〈安永六〉二月十日　紀光」※「柳原庫」（書陵部：①，岩瀬：印

3）あり。
中 17『東寺執行記』（書陵部、柳-419）文明 13年記「已上以権大僧都栄増自筆記令抜萃了、寛政八年四月廿五日　正二位藤紀光」※「日野柳原秘府図

書」（書陵部：⑤，岩瀬：印 4）あり。
中 32『枕草紙』（岩瀬、103-164）下冊「右枕草紙〈上中下三巻、〉借請教秀卿自筆古本令書写了、尤可秘蔵、天明二年九月上旬　正二位藤紀光（「紀

光」印）」※「柳原庫」（書陵部：①，岩瀬：印 3）、「日野柳原秘府修竹記之印」（書陵部：⑦，岩瀬：印 5）あり。
中 33『修学院御幸宸記』（書陵部、柳-1046）「右霊元院法皇御幸宸記〈二巻合冊、〉不慮大理被借送之間、為早速命僮僕令書写、子孫堅可禁外見者也、

安永三年八月廿九日、権中納言紀光（「紀光」印）」※大理は正親町公明。「柳原庫」（書陵部：①，岩瀬：印 3）あり。
中 52『人車記』（書陵部、柳-398）10冊目「右以広橋家本令書写了、于時明和四年八月七日　紀光」※「柳原庫」（書陵部：①，岩瀬：印 3）あり。
中 79『徒然草』（岩瀬、66-41）「寛政元年冬自令加朱了、正二位藤原紀光」※「柳原蔵書之印」（岩瀬：印 10）あり。
下 101『貞信公記』（書陵部、柳-1126）「右以或人本令書写、始三枚半予書之、明和七年十月下旬、頭左大弁紀光」※「柳原庫」印（書陵部：印①，岩

瀬：印 3）あり。
下 133『朔旦冬至旬儀平座叙位赦令等部類』（書陵部、柳-278）2冊目目録奥書「右今度為便見令類聚了、堅固可禁外見矣、天明六年十一月廿三日　正二

位藤紀光（「紀光」印）」※「柳原庫」印（書陵部：①，岩瀬：印 3）あり。
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